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誌とshortti tle ca talogueがあげられ次に 試みているのも有難い。
1701年から1848年をカバーする代表的な専門 但し，本書を経済学の分野の専門的ライブ
書誌として J.R. McCullochの TheLi ラリアンおよび経済学者の専門的使用にたえ
たrature01 Political Economy. 1845. るというのは，条件づきでないといえないの
H. HiggsのABibliography 01 Eco仰 ではないか。例えば収録範囲についてみると
例ics(1751-1775)， 1935，ハ{ヴァード 英文文献にかなり片寄り，独・仏文献に弱い
大学ベーカ{図書館の Cataloguethe K陀 S のは矢張り片手落ではないか。この点はアメ
Library 01 Business and Ecollomics， リカの前記Whiteの書物の方が国際的では
1940~1965 およびL. W. HansonのCo ないかと思われる。また一般に資本主義国で
ntemporaγyPrinted Sources lor British 出版されるこの種の書物に共通している欠点
01ld lrish Economic History (J 701~ であるが，マルクス経済学関係が完全におち
1750)， 1963の4点がとりあげられている。 ていることは，同様である。また，これはー
ヒッグズは前掲書完成以降1750年以前をとり 種のあらさがしに近くなるが，古典経済学者
あげ，完成しようとして果たさなかったが， に関する参考図書の項目は水田教授，天野敬
そのゲラ刷が残された。とれを基礎にして拡 太郎氏の業績を知っている我々から見ると失
大しさらに1冊につき 1ケ所の所在を記入 張り不満が残る。社会科学図書館の所で一橋
したハンソン氏の仕事は最近10年における英 大学のメンガー文庫に触れられていないの
国において個人により試みられた単一主題を は，むしろ我々の怠慢であるかも知れない。
扱った書誌の代表作として評価される。つぎ 結論として本書は以とのような条件づきで
に経済史関係書誌，史料集があげられ，最後 社会科学文献案内の入門書としては相当にょ
に会社関係文書保存の重要性が説かれる。 くできた書物というべきであって，真に国際
第11章以降は重要な経済学関係の図書館の 的な視野をもった社会科学文献案内の出現
紹介，文献の収集，整理，サーピスのための は，なお今後に待つべきであろう。
組織に関する諸問題のサーベイにあてられて 〔一橋大学経済研究所日本経済統計
いる。 文献センター〉細谷新治
以上が本書の大要であるが，一読した感想
としてこの書物は P.R. Lewisおよびc.
M. Whiteの2著によって満されなかった
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